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平
成
27
年
１
月
11
日
（
日
）
壬
生
中
央

公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
第
66
回
成
人
式
が
行

な
わ
れ
、
新
成
人
２
８
２
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
新
成
人
で
構
成
さ
れ
た
運
営
委
員
（
平

野
南
々
委
員
長
他
19
名
）
が
受
付
及
び
式

典
の
運
営
、
そ
し
て
式
典
終
了
後
に
行
わ

れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
企
画
運
営
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
49
名
が
新
成
人
と
来
賓
・
恩
師
の
受
付
、

会
場
案
内
、
記
念
写
真
撮
影
の
誘
導
に
協

力
し
、
壬
生
町
花
の
街
づ
く
り
の
会
の
皆

さ
ん
が
新
成
人
者
を
迎
え
る
玄
関
を
色
と

り
ど
り
の
花
で
飾
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
々
に
祝
福
さ
れ
た
成
人
式
は
、

晴
天
に
恵
ま
れ
、
　
と
し
た
雰
囲
気
の
な

か
で
滞
り
な
く
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
小
菅

一
弥
町
長
、
来
賓
を
代
表
し
て
市
川
義
夫

町
議
会
議
長
、
佐
藤
勉
衆
議
院
議
員
、
佐

藤
良
県
議
会
議
員
か
ら
新
成
人
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
国
歌
、
町
民
の
歌
の
伴
奏
は
み
ぶ
吹
奏

楽
団
の
皆
さ
ん
が
行
い
、
町
民
の
歌
斉
唱
は
、

壬
生
町
民
の
歌
広
報
大
使
の
松
山
美
由
紀

さ
ん
の
範
唱
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
中
学
時
代
の

恩
師
か
ら
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
運
営

委
員
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
選
ん
だ
記

念
品
の
抽
選
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
、
記
念
写
真
の
撮
影
を
し
て
終
了
し

ま
し
た
が
、
会
場
の
外
で
は
色
鮮
や
か
な

和
服
姿
や
　
々
し
い
ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人

が
互
い
の
近
況
を
報
告
し
あ
っ
た
り
、
写

真
を
撮
り
あ
っ
た
り
と
久
し
ぶ
り
の
再
会

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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本
日
は
、
成
人
を
迎
え
た
私
た
ち
の
門
出

に
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式
典
を
催
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
た
だ
今
、
壬
生
町
長
小
菅
一
弥
様
を
は
じ

め
、
ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
、
温
か
い
お
祝
い

や
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「大
人
に
成
る
」
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

考
え
る
と
、
「
周
囲
か
ら
大
人
だ
と
思
わ
れ

る
」
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
誰
に
で
も
良
い
顔
を
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

自
分
と
い
う
も
の
を
持
ち
、
自
立
し
て
堂
々

と
生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
と

同
時
に
「
責
任
」
と
い
う
言
葉
が
頭
に
浮
か

び
上
が
り
ま
す
。
言
葉
に
す
る
の
は
簡
単
で

す
が
、
そ
の
重
み
を
感
じ
、
背
負
う
こ
と
は

簡
単
と
は
言
え
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

新
成
人
と
し
て
こ
れ
か
ら
大
き
く
な
る
社
会

的
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
私
た
ち
は
「
二
十
歳
」
と
い
う
大
き
な
節

目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
社
会
人
と
し
て
は
ま

だ
ま
だ
未
熟
で
す
。
ま
た
、
社
会
に
出
て
働

い
て
い
る
人
、
学
業
に
励
む
人
、
将
来
の
道

を
模
索
し
て
い
る
人
、
そ
し
て
家
庭
を
持
っ

て
幸
せ
に
生
活
し
て
い
る
人
な
ど
立
場
は
様
々

で
あ
り
ま
す
が
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持

た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
日
本
社

会
は
、
希
望
を
見
失
い
が
ち
に
な
り
そ
う
な

社
会
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

ど
の
よ
う
な
も
の
に
変
え
て
い
く
の
か
は
、

こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
次
第
で
あ
り
、
大
き
な

可
能
性
の
中
に
あ
り
ま
す
。
成
人
と
し
て
晴

れ
の
門
出
を
迎
え
た
今
、
大
人
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
自
分
自
身
で
考
え
行
動
し
、
自

身
で
責
任
を
負
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
自
分
を
見
失
わ
ず
に
若
者
ら
し
く
一

日
一
日
を
大
切
に
し
な
が
ら
社
会
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
時
に
は

困
難
に
突
き
当
た
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
自
分
に
自
信
を
持

ち
、
自
分
を
誇
れ
る
よ
う
な
強
い
人
間
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
日
、
私
た
ち
が
元
気
な
姿
で
集
い
、
成

人
式
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
方
、
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の

方
々
、
私
た
ち
を
支
え
育
て
て
く
だ
さ
っ
た

両
親
や
家
族
、
そ
し
て
同
じ
時
間
を
過
ご
し

て
き
た
仲
間
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
日

を
迎
え
ら
れ
る
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
、
そ

し
て
成
人
と
し
て
の
決
意
の
気
持
ち
に
沿
っ

た
大
人
に
な
れ
る
よ
う
に
精
一
杯
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な

私
た
ち
で
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
が
さ
ら
に

活
躍
す
る
そ
の
日
ま
で
、
温
か
く
見
守
っ
て

い
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
式
典
を
開

催
す
る
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し

た
皆
さ
ま
に
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
以
上
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
成
人

を
代
表
し
ま
し
て
、
お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
１
月
11
日

新
成
人
代
表

平
野
　
南
々
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４月１日
壬生町立図書館が
変わります！！

平成
27年

　壬生町立図書館は、平成27年４月１日から指定管理者（株）図書館流通センターにより運営され
ます。
　指定管理者は、壬生町及び壬生町教育委員会との協定により、「使いやすく先進性を備え、壬
生町民の誇りとなり得る壬生町立図書館」を目指します。　
　今までよりも開館時間が長くなる、開館日が増える、借りられる量が増えるなど、とても便利
になります。ここに、４月１日から変更になるものの一部をご紹介します。

●開館時間が午前９時から午後７時までになります。
●休館日は月曜日。祝日も開館します。さらに夏休み期間中は毎日開館します。
●視聴覚資料（ＤＶＤ，ＣＤ，ビデオ）が合わせて１０点まで。
●本は、制限がありません！
　貸出期間は今までと同じ２週間ですので、期間内に読み切れる量で借りてください。
●さらに、雑誌は別枠で１０冊まで借りられます。

どう変わるの？

●今までのものが使えます。　　　　　　　　　　　　　　
　　ただし、ご自分の貸出券に限ります。
　　貸出資料点数が増えたことにより、今までのようにご家族の貸出券を使う必要が
　なくなります。
　　住所､氏名､電話番号などが変わった時には、変更届けを出して下さい。　
　その時には、住所・氏名のわかる書類を見せてください。

貸出券は新しくなるの？

?
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サービスはどうなるの？

お 願 い
壬生町立図書館は、指定管理者移行準備のため

皆様には、大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

となります。

3月27日（金）～3月31日（火）までの5日間は
臨時休館

返却忘れはありませんか？

お問合せ先 壬生町立図書館　　82－8543
〒321－0225 壬生町本丸1－8－33

　図書館で借りたものが、お家など
で見つかりましたら、必ず図書館に
返却しましょう。
　図書館のものには、表紙等に「壬
生町立図書館のバーコード」があり
ます。
＝図書館の資料は、
　　　　　町民の皆様の財産です＝

貸出期間を確認しましょう！

　貸出期間は、本館：２週間　
移動図書館：次の巡回日まで
　　　　　　（約一カ月）
　期間を過ぎってしまったら、図書
館に電話をしてください。貸出期間
を１回だけ延長することができます。
　ただし、次に予約の方がいる場合
には延長することはできませんので、
できるだけ早く返してください。

図書館が変わります！図書館が変わります！

?
●図書館司書の有資格者が増えます。資料検索などのレファレンスも、よりスムーズ

　にお手伝いできるようになります。

●小さいお子様連れの方のために、ベビールームを作ります。

●借りる前に本を消毒する、セルフ書籍消毒器「ハッピークリーン」を設置します。

　透明なので、見える殺菌で安心が倍増です。待っている時間も楽しめます。

●エアアロマ「アロセントポータブル」の香りで気分もゆったり！

●インターネットによる音楽配信サービス「ナクソスミュージックライブラリー」も

　始まります。

●移動図書館車も、今まで通りお伺いします。

●図書館まつりなどのイベントも始まります。

●相互貸借や広域利用などの条件変更はありませんので、

　ご安心ください。
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国民健康保険の届出について国民健康保険の届出について
　下記の事由により国民健康保険資格に変更が生じたときは、
町役場窓口もしくは出張所へ14日以内に必ず届出してください。

※印鑑（認印）と本人確認のできるもの（運転免許証等）を必ずお持ちください

手続に必要なもの事　　　　　　由 手続きに必要なもの

他の市区町村から転入したとき 転出証明書

職場の健康保険を喪失したとき
・健康保険資格喪失証明書
（被扶養者がいない場合は退職
　証明書でも可）
・年金証書（年金受給者の方）

他の市区町村に転出するとき 国民健康保険証

職場の健康保険に加入したとき 国民健康保険証と加入した
社会保険証

壬生町内で転居したとき 国民健康保険証
世帯主や世帯員に変更があったとき 国民健康保険証
修学等のため他市区町村へ住所を
変更するとき 国民健康保険証と在学証明書等

修学により壬生町国保を取得して
いた方が卒業・退学したとき

国民健康保険に加入

国民健康保険を喪失

そ　の　他　届　出

国民健康保険証と卒業証明書
（卒業証書）・退学証明書等

★壬生町国民健康保険の資格を喪失したときは、医療機関等で壬生町国民健康保険の保険
　証を絶対に使用しないでください。上記のとおり、保険証を返還のうえ届出いただきま
　すようお願いいたします。

町民生部住民課　国保年金係　　８１－１８３２問合せ先

水道の閉栓手続きを忘れずに！水道の閉栓手続きを忘れずに！
●引っ越しの日が決まりましたら、前もって水道課へ閉栓の手続きをしてください。 
　（使用者ご本人からの手続きは、電話にてお受けしております。）ご連絡の際は、
　住所・氏名・引っ越し日時・引っ越し先をお知らせください。
●引っ越しまでの水道料金（精算分）は、前回の検針日から引っ越しまでの使用量
　をもとに計算いたします。
●連絡（閉栓の手続き）をいただきませんと、水道を使用されていなくても、引き
　続き料金がかかってしまいますので、必ず水道課へご連絡をお願いいたします。

町建設部水道課　　８２－２２６０　 （徴収事務受託者　㈱日本ウォーターテックス）問合せ先

※国民健康保険証を紛失したときは、印鑑と本人確認のできるもの（運転免許証等）を持
　参のうえ、ただちに保険証の再交付申請をしてください。



い
よ
い
よ
引
っ
越
し
の
季
節
到
来
で
す
。
進
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど

い
よ
い
よ
引
っ
越
し
の
季
節
到
来
で
す
。
進
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど
で
引
っ
越
し
を
さ
れ
る
方
は
、
必
ず

で
引
っ
越
し
を
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は

詳
し
く
は
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」

「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
に
て

お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
よ
い
よ
引
っ
越
し
の
季
節
到
来
で
す
。
進
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど
で
引
っ
越
し
を
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

の

引
っ
越
し

季
節
到
来

他市区町村から
壬生町に引っ越して
来たとき

転入届

壬生町内で
引っ越しをしたとき

引っ越した日から
1４日以内転居届

壬生町から他市区町村へ
引っ越すとき

引っ越しする
予定の日の
前後１４日以内

転出届

前市区町
村の転出
証明書が
必須です

※上記届出の際、その他関連する手続きが必要になることがありますので、
　事前にお電話などでお問い合わせください。

引っ越しの内容 届出の
種類

届出の期間 注意事項

各種届出のときは、届出に来た方の
　　本人確認書類（免許証や保険証など）と
　　　　　　　　　　ご印鑑が必要になります！

～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～

引っ越した日から
1４日以内

　住民基本台帳カード、在留カード、特別永住者証明書をお持ちの方は
お手続きの際必ずお持ちください。また、これらのカードをお持ちの方
のお手続きは役場本庁住民課でお願いします。

各
種
届
出

各
種
届
出
も
お
願
お
願
い
し
い
し
ま
す
ま
す
！

各
種
届
出
も
お
願
い
し
ま
す
！

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　海外に渡航する際、長期間の滞在を予定されている場合（概ね１年間）
には転出届をする必要があります。また、外国人の方が、再入国許可を
得て長期間帰国する場合にも転出届が必要です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

●町内の学校間での転校
　転居届をする際に、転校前に在学してい
た学校の発行する「在学証明書」「教科書給
与証明書」を持って手続きをしてください。
●町外への転校
　在学していた学校の発行する「在学証明書」「教
科書給与証明書」「日本体育・学校健康センタ
ーの加入に関する書類」を持って、転校先の市
町村教育委員会で手続きをしてください。
●町外からの転校
　転入届をする際に、転入前に在学してい
た学校が発行する「在学証明書」 「教科書給
与証明書」「日本体育・学校健康センターの
加入に関する書類」を持って手続きをして
ください。
【問合せ先】
町教育委員会学校教育課学校教育係
　　　　　　　　　　　　８１―１８７１

転校するとき
　国民健康保険に加入されている方が、進
学のため、他の市町村等に転出する場合、引
き続き壬生町の国保に加入することになり
ますので手続きをしてください。
必要なもの
●国民健康保険被保険者証
●在学証明書 　●印鑑
【問合せ先】
町民生部住民課国保年金係
　　　　　　　　　　　　８１―１８３６

町民生部住民課　　８１―１８２４
稲葉出張所　　　　８２―１００２
南犬飼出張所　　　８６―０００４

問合せ先
町民生部住民課　　８１―１８２５

進学するとき

手続き先
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壬生中３年　大塚 美乃里さん（中央）、壬生中美術部顧問 坂本先生（左）
小菅町長（右）　

平成26年度（第66回）明るい選挙啓発ポスターコンクール

中央審査（第３次審査）で大塚美乃里さんが
公益財団法人明るい選挙推進協会会長・
都道府県選挙管理委員会連合会会長賞を受賞
県審査（第２次審査）で５名の作品が優秀賞受賞

大塚　美乃里（壬生中３年）

優秀賞
　〃　
　〃　
　〃　
　〃　
入　選
　〃　
　〃　
　〃　
　〃　
　〃　
　〃　
佳　作
　〃　

大山　湧生（壬生中１年）
細井裕貴奈（壬生中２年）
佐藤萌々香（壬生中３年）
大塚実乃里（壬生中３年）
筒井　菜緒（壬生中３年）
後藤　颯仁（壬生小２年）
佐伯　愛美（壬生小５年）
藤原　朱里（壬生東小５年）
中村　咲月（壬生北小５年）
金本　美姫（壬生小６年）
細井　壮志（壬生中１年）
大塚　瑛司（壬生中１年）
古郡　圭将（壬生小３年）
伊藤　媛香（壬生小４年）

船越　翔太（壬生小６年）
福田　遥菜（壬生東小６年）
佐藤　茉衣（南犬飼中１年）
水島　直希（南犬飼中２年）
藤原実乃里（壬生中３年）
関口絵里加（南犬飼中３年）

入　選
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

　明るい選挙啓発運動の一助とするため、全国の児童生徒を対象とした「平成26年度（第66回）明るい選挙啓発ポス
ターコンクール」が行われ、県内の小・中・高生から、総数2,562点の作品が寄せられました。
　市町単位の第１次審査を通過した564点が第２次審査（県）に出品され、本町においても156点の応募があり、優秀
作品として20点が第２次審査推薦作品として選出されました。
　第２次審査の結果、本町では大山湧生さん（壬生中１年）、細井裕貴奈さん（壬生中２年）、佐藤萌々香さん（壬生中
３年）、大塚美乃里さん（壬生中３年）、筒井菜緒さん（壬生中３年）の５作品が優秀賞に輝き、中央審査会に出品され
たほか、入選に７点、佳作に２点が選ばれ、合計14点が入賞するすばらしい成績をおさめました。
　更に、大塚美乃里さんの作品は、中央審査会（第３次審査）にて、公益財団法人明るい選挙推進協会会長・都道府県
選挙管理委員会連合会会長賞を受賞し、昨年度の文部科学大臣・総務大臣賞に引き続き、2度目の入賞となりました。
　審査結果については、次のとおりです。

中央審査（第３次審査）

県審査（第２次審査）入賞

町審査（第１次審査）

おお  つか            み    の     り

 おお やま        ゆ   お

 ほそ  い   ゆ   き    な

  さ  とう  も    も   か

 おお つか  み   の    り

 つつ  い         な    お

  ご  とう      りゅう と

  さ  えき       あい  み

 ふじ わら       あか  り

 なか むら         さ  つき

 かな もと        み    き

 ほそ  い        そう  し

 おお つか       えい  じ

 ふるごおり     けい すけ

  い  とう       ひめ  か

 ふな  こし         しょう  た

 ふく   だ             はる   な

   さ   とう            ま      い

 みず  しま           なお    き

 ふじ  わら   み     の      り

 せき  ぐち    え      り     か

公益財団法人明るい選挙推進協会会長・
都道府県選挙管理委員会連合会会長賞
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お問合せ　壬生町児童館　
　８２－７３８８

他に、館外活動、オモチャ作
り、楽器遊び、簡単おやつ作り
など…
親子で楽しめる活動をしています。
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　壬生町では家庭の教育力向上及び保護者どうしのゆるやかなつながりづくりを目的とした「子育て・親
育ち講座」を開催しています。今年度も、小・中学校、保育園・幼稚園、こども未来課そして地域団体と
の協働により、乳児から思春期までのお子さんをもつ保護者を対象に幅広い学習機会を提供することができ、
のべ1,700人（1/22現在）を超える皆様にご参加いただいております。
　壬生町は、家庭教育の充実に向けた取り組みが特に充実している自治体の一つであるとして、取り組み
の詳細について文部科学省のヒアリング調査を受けました。当日は、講座の企画・運営を担当している壬
生町家庭教育支援チームがヒアリング調査に対応し、「子育て・親育ち講座」として行ってきた保護者が
子へのかかわりをふりかえるための支援や保護者が元気になるための支援についての説明をしました。
　学校・家庭・地域の教育力がしっかりと結びあい、明日を担う壬生町の子どもたちが元気に健やかに育
っていけますよう、壬生町は子育てをがんばる保護者の皆様を応援していきます。今後も家庭教育の充実
に向けた取り組みに対しまして、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

平成26年度開催講座実績（１月22日現在）

・就学時健康診断時を活用した講座
・小学３年生の子をもつ親を対象とした講座
・思春期の子をもつ親を対象とした講座
・保育園、幼稚園における講座
・各地域団体との協働による講座
・こども未来課との協働による講座
・父親を対象とした講座

参加者３４３名
参加者２３２名
参加者５８３名
参加者２９６名
参加者　４２名
参加者２６６名
参加者　１６名

全８講座
全６講座
全６講座
全７講座
全２講座
全９講座
全１講座
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お問合せ 壬生町教育委員会事務局生涯学習課　　0282－81-1873

※この他、2月に7講座が予定されています。

こども未来課との協働による講座 文部科学省のヒアリング調査

就学時健康診断時を活用した講座 思春期の子をもつ保護者を対象とした講座



“社会を明るくする運動”作文コンテスト
表彰式が行われました。

“社会を明るくする運動”作文コンテスト
表彰式が行われました。

　12月26日に宇都宮グランドホテルにて、“社会を明るくする運動”～犯
罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～の作文コンテスト表
彰式が行われ、小学生の部最優秀賞（栃木県推進委員会委員長賞）に、壬
生小学校3年の富塚隼成さんが選ばれました。題名は「思いやり算を広め
たいな」というものです。中学生の部では優秀賞（栃木県保護司会連合会
会長賞）に壬生中学校２年の細井裕貴奈さん、優秀賞（栃木県保護観察協
会理事長賞）に壬生中学校３年筒井菜緒さんもそれぞれ選ばれました。
　富塚さんの作品は全国大会にも選出され、優秀賞（全国保護司連盟理事
長賞）を受けました。

“社会を明るくする運動”作文コンテスト
表彰式が行われました。

“社会を明るくする運動”作文コンテスト
表彰式が行われました。
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とみ  づかしゅんせい

ほそ  い     ゆ    き    な

つつ   い    な    お

ママさんバレー「むかい」チーム
第33回下都賀支部親善大会！準優勝
ママさんバレー「むかい」チーム
第33回下都賀支部親善大会！準優勝
ママさんバレー「むかい」チーム
第33回下都賀支部親善大会！準優勝
ママさんバレー「むかい」チーム
第33回下都賀支部親善大会！準優勝

救急救命措置を行い、傷病者を救う！救急救命措置を行い、傷病者を救う！
　突然倒れた傷病者に、的確な救命処置をおこなったとして、石橋地区
消防組合消防本部は昨年12月25日に、協力者３人へ感謝状を贈呈しました。 
　感謝状を贈呈されたのは、自営業の篠原富太郎さん（壬生丁） 、看護師
の大島せい子さん（北小林）、団体職員の佐藤久一さん（下稲葉）の３人。 
　11月下旬に福和田で行われていた催物会場で突然意識を失い倒れた
来場者に、心肺蘇生法を実施し、ＡＥＤを使用しての救命処置を行いま
した。その甲斐あって救急車到着時には意識が回復し、2日後には後遺
症もなく退院となりました。
　今回の協力者の中には、１週間前に自治会主催で消防組合が講師を務めた救命講習会に参加した方もいて、
成果をさっそく生かすこととなりました。
　今回の例を機に、消防本部でも、もっと多くの方に救急救命処置や、応急手当の重要性を知ってもらえるよう
努めていきたいとのことです。

救急救命措置を行い、傷病者を救う！救急救命措置を行い、傷病者を救う！

しの  はら とみ  た   ろう

おお しま さ  とうきゅういち

石橋地区消防組合消防本部で行われた感謝状贈
呈式では、同消防本部の浜野真消防長から３人に
感謝状が手渡されました。

　平成26年12月７日（日）、下野市石橋体育センターで
開催された、第33回下都賀支部親善大会・Ｂブロック
で見事準優勝に輝きました。壬生町家庭婦人バレーボ
ール協会「むかい」チームの選手の皆さんは、忙しい
中毎週水曜の夜に練習をし、県内各種大会において活
躍されています。
【26年大会の成績】
　・第41回町長杯家庭婦人バレーボール大会優勝
　・第38回栃木県ママさんバレーボール選手権大会
　　Ｂブロック３位



　統計調査の代表といえば「国勢調査」がありますが、その他にも毎年様々な
統計調査が実施されています。壬生町では、国が実施する各種統計調査の調査
活動にあたっていただく統計調査員を募集しています。興味のある方は、ご連
絡ください。

☆今年度は、「経済センサス-基礎調査及び商業統計調査」「全国消費実態調査」
　「工業統計調査」「農林業センサス」がありました。
☆来年度は、「国勢調査」があります。

問合せ先　町経済部商工観光課統計係　　81－1846

○調査員事務説明会に出席
○調査関係書類（名簿、地図など）の作成
○調査対象者（世帯、会社等）への「調査票」の
　配付と記入依頼
○「調査票」の回収及び点検
○「調査票」の整理及び提出

○調査の都度任命される「非常勤の公務員」です。
○任命期間は２か月程度です。

統計調査の依頼

○町では、調査の規模により「必要な調査員の人数」、
　「調査対象となる区域」等に応じて、調査員登録者の中
　から依頼をします。
○依頼方法は、町からの電話によります。

○報酬額は調査により異なりますが、おおむね
　３～４万円程度です。

担当する区域

○担当していただく「調査区」は、徒歩または自転車で
　の調査活動が可能と判断される範囲の中で決定します。

統計調査員の身分

報　　酬

統計調査員の主なしごと

※ただし、20歳以上の町内在住の方で警察官、税務職員、選挙に関係のない方。
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交通安全ポスターコンクール入賞

全日本高等学校選手権大会
（バレーボール）出場報告

睦小学校フェンスの
張り替え作業終了

　六美北部自治会有志の皆様が、３年越しで取り組ん
だフェンスの張り替え作業が終了しました。夏の猛暑、
冬の寒さの中、子ども達の安全のため貴重な時間を割
いて作業をしていただきました。お陰様で、600メー
トルあるフェンスが新品のように綺麗になりました。
　六美北部自治会の皆様には今回のフェンス以外にも、
毎年花の植え替えや除草など、学校の環境整備にご協
力をいただき、大変感謝しております。ありがとうご
ざいました。　　

13

　壬生中学校３年生白石紗花さんが県内審査で

ある「第43回ＪＡ共済県下小・中学生交通安全

ポスターコンクール」において知事賞を受賞し、

さらに全国審査である「第43回ＪＡ共済全国小・

中学生交通安全ポスターコンクール」において、

全国共済農業協同組合連合会長賞・銀賞を受賞

しました。交通安全ポスターコンクールには全

国の小中学生から16万５千点もの応募がありま

した。今後のさらなる活躍が期待されます。

　１月５日から東京体育館において開催された、全

日本高等学校選手権大会（バレーボール）に出場した、

羽生田小・壬生中出身の篠原匡徳さん（作新高２年）

がその報告に町長室を訪れました。全国大会で本町

出身の生徒が活躍したことはとっても名誉なことで、

今後のさらなる活躍が期待されます。

しら いし さや    か

しの  はら まさ  のり
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保育園にイチゴのプレゼント
　12月25日、壬生町苺出荷組合青年部（部長　後藤伸久）から、
いなば保育園の園児たちにイチゴが贈られ、うれしいクリスマ
スプレゼントとなりました。
　子どもたちは、真っ赤でおいしそうなイチゴに「はやくたべ
たい！」と大喜び。みんなでおいしくいただきました。
　壬生町苺出荷組合青年部からは、いなば保育園以外の４つの
公立保育園にもイチゴをいただきました。

ご   とう  のぶ ひさ

「とちぎの元気な森づくり県民税」を活用し、
宿泊研修施設の木質化を実施しました

　嘉陽が丘ふれあい広場宿泊研修施設では、「とちぎの元気な森づくり県
民税」を活用し、栃木県産材で腰壁等の木質化を実施しました。
　内装の木質化を通して、木にふれあう機会を増やし、森林の有する公益
的機能の重要性を理解してもらうことを目的としています。
　嘉陽が丘ふれあい広場では、スポーツ、レクリエーション、研修等に利
用できる施設が、宿泊研修施設のほかに、テニスコートやキャンプ場等も
ありますので、皆様のご利用をお待ちしています。
　施設の利用等について、右記までお問い合わせください。

『たのしいそろばん』の寄贈がありました
　全国珠算教育連盟栃木県支部栃木地区長の大塚アイ子氏（壬生町大字
上稲葉：写真右）から、「小学校３年生のそろばん授業の副教材として
活用してほしい。」と『たのしいそろばん』の寄贈が１月19日、町教育
委員会にありました。ご寄贈いただきました『たのしいそろばん』は、
イラストと漫画で楽しくそろばんが理解できるようなテキストで、町内
小学校３年生全員に配付して、そろばん授業の副教材として活用されます。
　大塚アイ子氏は、長年、学校地域支援ボランティアとして、楽しく分
かりやすくそろばんを子どもたちに指導していただいております。

嘉陽が丘ふれあい広場
　　　　　８２―１０１４

問い合わせ先

おお  つか
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いきいき壬雷クラブ演芸大会
　12月11日、高齢者が演芸を通じて会員相互の親睦と生きがいを高めることを
目的に、壬生中央公民館で第37回いきいき壬雷クラブ演芸大会が開催されました。
　出演者68組、観覧者も含め約400名の方が参加され、出演者は日頃練習して
きた美しい歌声や優雅な踊りを披露し、盛大な拍手を浴びていました。

伊藤昌夫 先生が、文部科学大臣表彰
　１月19日(月)、壬生小学校の伊藤昌夫先生が、文部科学大臣から優秀教職員
として表彰されました。この表彰は、学校教育活動に顕著な成果を挙げた教職
員について、その功績を表彰するとともに、我が国の教職員の意欲及び資質能
力の向上に資することを目的とするものです。
　伊藤昌夫先生は、児童指導において特に顕著な成果を挙げたことが認められ、
このたびの栄えある表彰となりました。伊藤昌夫先生の益々のご活躍が期待さ
れます。

人権擁護委員に後藤信樹さんが委嘱される
　後藤信樹さんが平成27年１月１日付で法務大臣から人権擁護委員
に委嘱されました。
　後藤氏は、司法書士として国民の権利の擁護と公正な社会の実現
のために尽力しております。
　人権擁護委員は、地域の皆さんの人権に関する悩みごとなどの相
談に応じるほか、街頭啓発活動や小・中学生を対象とした人権講話・
ビデオフォーラムなどを通して、人権の大切さについての理解を深
めてもらうなど、人権意識の高揚にも務めています。

※いきいき壬雷クラブの加入単位老人クラブには、概ね60歳以上の方であればどな
たでも入会できます。是非お友達を誘ってご入会ください。詳しくは、町社会福祉協
議会事務局（℡８２－７８９９）まで。

ご     とう   しん   じゅ

い    とう   まさ     お
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壬
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抄
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語
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読
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キ
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ト
『
壬
生
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語
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義
抄
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か
ら
、
章
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を
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介
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み
　
ぶ
ろ
ん
ご
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ぎ
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ょ
う

※
と
こ
ろ
で
、壬
生
町
歴
史
民
俗
資
料
館
に
あ
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坐
之
器
』

を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
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虚
な
れ
ば
即
ち
傾
き
、中
な
れ

ば
即
ち
正
し
く
、満
つ
れ
ば
即
ち
覆
る
。」器
で
す
。「
中
庸
の
徳
」

「
謙
譲
の
徳
」を
表
し
て
い
る
の
で
、ま
だ
の
方
は
是
非
ご
来

館
の
上
、ご
自
身
で
操
作
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
も
「
超
過
と
不
足

の
間
に
絶
妙
の
バ
ラ
ン
ス
の
も
の
が
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
よ
。

度
が
過
ぎ
て
痛
い
思
い
を
し
た
経
験
は
誰
に
も
あ
る
よ
ね
。
そ
う

し
て
反
省
し
な
が
ら
、
丁
度
い
い
加
減
、
丁
度
い
い
塩
梅
が
ど
こ

か
を
掴
ん
で
い
く
ん
だ
ね
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
「
厳
し
い
け
れ
ど
温
か
い
人
」
な
ど
と
い

う
よ
う
に
、
人
格
的
に
も
中
庸
で
あ
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
だ
よ
。

あ
ん
ば
い

つ
か し
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【
四
三
】

　
　
子
の
曰
く
、
中
庸
の
徳
た
る
、
其
れ
至
れ
る
か
。

　
　
民
鮮
き
こ
と
久
し
。

　
（
雍
也
第
六
）

中
庸
（
偏
ら
ず
、
ち
ょ
う
ど
い
い
こ
と
）
の
徳
は
、
徳
と
し
て
究
極
の
も
の
だ
。

し
か
し
、
そ
れ
を
実
行
で
き
る
者
が
少
な
く
な
っ
て
か
ら
久
し
い
。

壬生中学校 南犬飼中学校

放課後学習サポート事業

み
ぶ
ま
る
か
ら
一
言
】
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す
な
わ 

く
つ
が
え

ゆ
う  
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き

宥坐之器
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　放課後学習サポート事業（壬生町教育委員会主催）は、放課後の空き教室を利用して進路や夢の実
現に向けて学習に励む中学生を、地域住民が無償の学習支援ボランティアとなり、自らの経験やスキ
ルを生かしながら支援するものです。毎年11月から壬生中、南犬飼中の３年生を対象として行って
おり、みなさまに支えられて、今年で10年となりました。
　今年度も11名の学習支援ボランティアが、両校あわせて60名近い生徒たちの学びのためにご協力
くださいました。放課後の教室では、積極的に学習支援ボランティアに質問する生徒の姿と、それに
対して優しく誠実に答える学習支援ボランティアの姿が見られました。また、中学生からも学習支援
ボランティアからも笑顔が見られるなど、互いのあたたかな交流も生まれました。
　次代の壬生町の担い手である中学生が、地域のみなさまからあたたかな支援を受けながら学び育っ
ていけるよう、今後も本事業へのご支援をよろしくお願いします。
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茶臼山古墳出土「人物埴輪」




